
(57)【要約】

【課題】クリップユニットを直接チャンネル内に挿通す

ることができ、クリップのアームがチャンネルの曲率に

沿って断面略円弧状に形成されているため、操作部材の

操作によってチャンネル内を円滑に進退させることがで

きる生体組織の結紮装置を提供することにある。

【解決手段】生体組織を把持するアームを有するクリッ

プ２と、このクリップ２に嵌着して装着することにより

該クリップ２のアームを閉脚する締付部材としての押え

管４と、前記クリップ２と係合する連結部材３と、この

連結部材３と連結され内視鏡のチャンネル２１に進退自

在に挿通される操作ワイヤ６とからなる生体組織の結紮

装置において、前記クリップ２のアーム２ｂを前記チャ

ンネル２１の曲率に沿って断面略円弧状に形成し、前記

クリップ２を前記チャンネル２１内に直接挿通自在にし

たことを特徴とする。

【選択図】　　　　　図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 組 織 を 把 持 す る ア ー ム を 有 す る ク リ ッ プ と 、
こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り ク リ ッ プ の ア ー ム を 閉 脚 す る 締 付 部 材 と 、
前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材 と 、
こ の 連 結 部 材 と 連 結 さ れ 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ る 操 作 部 材 と 、
か ら な る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 に お い て 、
前 記 ク リ ッ プ の ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 し 、 前 記 ク リ
ッ プ を 前 記 チ ャ ン ネ ル 内 に 直 接 挿 通 自 在 に し た こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ク リ ッ プ は 、 閉 脚 し た と き 、 一 対 の ア ー ム が 略 円 筒 状 を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 す る 一 対 の ア ー ム と 、 前
記 ア ー ム を 閉 じ る 方 向 に 動 か す 締 付 部 材 と 、 か ら な り 、 生 体 組 織 を 把 持 し た 状 態 で 生 体 内
に 留 置 さ せ る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 に お い て 、
前 記 ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 生
体 組 織 の 結 紮 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 す る 一 対 の ア ー ム と 、 前
記 ア ー ム を 閉 じ る 方 向 に 動 か す 締 付 部 材 と 、 か ら な り 、 生 体 組 織 を 把 持 し た 状 態 で 生 体 内
に 留 置 さ せ る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 に お い て 、
前 記 ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 し 、 前 記 ア ー ム を 前 記 チ
ャ ン ネ ル 内 に 直 接 挿 通 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 経 内 視 鏡 的 に 体 腔 内 に 挿 入 し 、 生 体 組 織 を ク リ ッ プ に よ っ て 結 紮 す る 生 体 組
織 の 結 紮 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
生 体 組 織 の 結 紮 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 開 平 ８ － ２ ８ ０ ７ ０ １ 号 公 報 、 特 願 ２ ０ ０ １ － ２
４ ４ ４ ０ ２ 号 が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら は 生 体 組 織 を 把 持 す る 一 対 の ア ー ム を 有 す る ク リ ッ
プ が ク リ ッ プ 締 付 リ ン グ に 嵌 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ の ア ー ム を 閉 脚 し 、 ク リ ッ プ 締
付 リ ン グ か ら 突 出 す る こ と に よ り 、 ア ー ム が 開 脚 す る よ う に な っ て い る 。 ク リ ッ プ と ク リ
ッ プ 締 付 リ ン グ は 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ れ る 導 入 管 内 に 収 納 可 能 で あ り 、 ク リ ッ プ
は 連 結 部 材 を 介 し て 導 入 管 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 内 視 鏡 観 察 下 で 、 結 紮 装 置 の 手 元 操 作 部 に よ っ て 導 入 管 及 び 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 す
る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ を 開 脚 ・ 閉 脚 で き る 。 す な わ ち 、 ク リ ッ プ を 開 脚 状 態 で 生 体 組 織
に 押 し 付 け 、 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て ク リ ッ プ を ク リ ッ プ 締 付 リ ン グ に 引 き 込 む こ と に よ り 、
生 体 組 織 を ク リ ッ プ に よ っ て 結 紮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 し た 特 開 平 ８ － ２ ８ ０ ７ ０ １ 号 公 報 及 び 特 願 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ４ ４ ０ ２ 号 は 、 ク リ ッ プ
と 、 ク リ ッ プ 締 付 リ ン グ 及 び 連 結 部 材 か ら な る ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト が コ イ ル シ ー ス か ら な る
導 入 管 に 挿 通 さ れ 、 こ の 導 入 管 を 介 し て 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 ク リ ッ プ の ア ー ム が ス テ ン レ ス 材 料 等 の 板 状 で 、 端 部 が エ ッ ジ に な っ て お り 、 内
視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 内 面 に 傷 を 付 け る 虞 が あ る 。 そ こ で 、 ク リ ッ プ を 導 入 管 を 介 し て 内 視

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-121484 A 2004.4.22



鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 し て い る が 、 チ ャ ン ネ ル の 内 径 に 対 し て ク リ ッ プ を 小 型 に 形 成 せ ざ
る を 得 な い 。 ま た 、 ク リ ッ プ を 希 望 の 大 き さ に す る た め に は チ ャ ン ネ ル の 内 径 が 大 き く な
り 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 が 太 径 に な る と い う 事 情 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 内 視 鏡 の チ
ャ ン ネ ル が 限 ら れ た 内 径 で あ っ て も ク リ ッ プ を 大 き く で き 、 ま た 内 径 の 小 さ い チ ャ ン ネ ル
で あ っ て も 生 体 組 織 を 結 紮 す る に 十 分 な 大 き さ の ク リ ッ プ に よ っ て 生 体 組 織 を 確 実 に 結 紮
す る こ と が で き る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 生 体 組 織 を 把 持 す る ア ー ム を 有 す
る ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り ク リ ッ プ の ア ー ム を 閉 脚 す る
締 付 部 材 と 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材 と 、 こ の 連 結 部 材 と 連 結 さ れ 内 視 鏡 の チ ャ
ン ネ ル に 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ る 操 作 部 材 と か ら な る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 に お い て 、 前 記 ク
リ ッ プ の ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 し 、 前 記 ク リ ッ プ を
前 記 チ ャ ン ネ ル 内 に 直 接 挿 通 自 在 に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ は 、 前 記 ク リ ッ プ は 、 閉 脚 し た と き 、 一 対 の ア ー ム が 略 円 筒 状 を な す こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ３ は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 す る 一 対 の
ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム を 閉 じ る 方 向 に 動 か す 締 付 部 材 と 、 か ら な り 、 生 体 組 織 を 把 持 し た
状 態 で 生 体 内 に 留 置 さ せ る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 に お い て 、 前 記 ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル の
曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ４ は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ て 体 腔 内 に 導 入 さ れ 、 生 体 組 織 を 把 持 す る 一 対 の
ア ー ム と 、 前 記 ア ー ム を 閉 じ る 方 向 に 動 か す 締 付 部 材 と 、 か ら な り 、 生 体 組 織 を 把 持 し た
状 態 で 生 体 内 に 留 置 さ せ る 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 に お い て 、 前 記 ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル の
曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 し 、 前 記 ア ー ム を 前 記 チ ャ ン ネ ル 内 に 直 接 挿 通 自 在 と し
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 構 成 に よ れ ば 、 導 入 管 を 用 い る こ と な く 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を 直 接 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿
通 す る こ と が で き 、 ク リ ッ プ の ア ー ム が チ ャ ン ネ ル の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 さ
れ て い る た め 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 内 面 に 傷 を 付 け る こ と な く 直 接 挿 入 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ～ 図 １ ３ は 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ は 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １
の 斜 視 図 で あ る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は ク リ ッ プ ２ 、 連 結 部 材 ３ 及 び 締 付 部 材 と し て の 押
え 管 ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ク リ ッ プ ２ は 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば ス テ ン レ ス 等 の 板 バ ネ 材 等 の 金 属
製 板 材 を 中 央 部 で 折 り 曲 げ て ル ー プ 部 ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ル ー プ 部 ２ ａ の 近
傍 位 置 で 交 叉 さ せ た の ち に 、 拡 開 習 性 を 持 つ 一 対 の ア ー ム ２ ｂ を そ れ ぞ れ 先 端 部 が 離 間 す
る 状 態 で 延 出 さ せ た も の で あ り 、 先 端 部 に は 組 織 把 持 部 ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ の 交 叉 部 は 先 端 部 側 よ り 狭 幅 に 形 成 さ れ 、 組 織 把 持 部 ２ ｃ
が 互 い に 対 向 す る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 ア ー ム ２ ｂ の ル ー プ 部 ２ ａ の 基 端 部 を 他 の
部 分 よ り 狭 幅 に 形 成 さ れ 、 こ の ル ー プ 部 ２ ａ の 両 側 部 に は 板 幅 方 向 に 突 出 す る 鋸 刃 状 の 突
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起 ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 突 起 ２ ｄ は ク リ ッ プ ２ を 押 え 管 ４ に 引 き 込 む 方 向 に
対 し て は 押 え 管 ４ の 内 面 を 摺 動 す る が 、 引 き 込 む 方 向 と 逆 方 向 に は 押 え 管 ４ の 内 面 に 食 い
込 む よ う に 、 組 織 把 持 部 側 は 鋭 角 な 斜 面 に 、 ル ー プ 部 側 は 鈍 角 な 斜 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 ア ー ム ２ ｂ は 、 後 述 す る 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 さ
れ 、 ク リ ッ プ ２ が 閉 脚 し た と き 、 一 対 の ア ー ム ２ ｄ が 略 円 筒 状 を な し 、 ク リ ッ プ ２ を チ ャ
ン ネ ル 内 に 直 接 挿 通 で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 組 織 把 持 部 ２ ｃ は 内 側 に 向 か っ て
９ ０ ° ～ １ ５ ０ ° に 球 面 状 の 湾 曲 さ れ 、 組 織 把 持 部 ２ ｃ の 一 方 は 略 三 角 形 の 凸 部 ２ ｆ に 、
他 方 は 凸 部 ２ ｆ と 噛 み 合 う 略 三 角 形 の 凹 部 ２ ｇ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で 、 ク リ ッ プ ２ の 寸 法 に つ い て 説 明 す る と 、 生 体 組 織 の 把 持 能 力 、 内 視 鏡 へ の 挿 通 を
考 慮 し て 大 き さ が 設 定 さ れ て お り 、 例 え ば 、 厚 み は ０ ． １ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 、 全 長 は ５ ｍ ｍ ～
１ ０ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 ル ー プ 部 ２ ａ は 、 長 径 が １ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ 、 短 径 が １ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ
の 円 形 ま た は 楕 円 形 で あ る 。 さ ら に 、 組 織 把 持 部 ２ ｃ は 長 さ が １ ｍ ｍ 程 度 、 幅 が １ ～ ２ ｍ
ｍ 程 度 で あ る 。 ま た 、 突 起 ２ ｄ は 押 え 管 ４ 及 び 後 述 す る 先 端 管 に 引 き 込 み 可 能 な 幅 、 １ ｍ
ｍ 以 上 に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ア ー ム ２ ｂ の 半 径 は 、 １ ｍ ｍ φ ～ １ ． ３ ｍ ｍ φ に 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 連 結 部 材 ３ は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 液 晶 ポ リ マ ー や ナ イ ロ ン な
ど の 高 強 度 な 樹 脂 材 料 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 製 作 さ れ 、 円 柱 棒 状 で 、 そ の 先 端 部 に は
突 起 部 ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 突 起 部 ３ ａ は 基 部 ３ ｂ か ら 側 方 へ 突 出 し て い る 。 こ の
突 起 部 ３ ａ の 幅 ３ ｃ は ０ ． ６ ｍ ｍ ～ １ ． ２ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 突 起 部 ３ ａ に ク リ ッ プ ２ の ル
ー プ 部 ２ ａ を 引 っ 掛 け て ク リ ッ プ ２ を 押 え 管 ４ 内 に 引 き 込 ん で ク リ ッ プ ２ を 閉 じ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 連 結 部 材 ３ の 他 端 部 に は 二 股 状 に 分 岐 さ れ 、 分 岐 部 に 切 欠 部 ３ ｄ を 有 し て 後 述 す
る 矢 尻 フ ッ ク を 把 持 す る 把 持 部 ３ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 連 結 部 材 ３ の 中 間 部 は 先 端
側 か ら 後 端 側 に 向 か っ て 破 断 部 と し て の 細 径 部 ３ ｆ 、 中 径 部 ３ ｇ 及 び 太 径 部 ３ ｈ に 形 成 さ
れ 、 細 径 部 ３ ｆ は ２ ０ Ｎ ～ ６ ０ Ｎ の 破 断 力 量 が 加 わ っ た と き 、 破 断 す る よ う に 寸 法 が 設 定
さ れ て い る 。 さ ら に 、 太 径 部 ３ ｈ の 相 反 す る 面 に は 軸 方 向 に 亘 っ て 平 面 部 ３ ｊ が 形 成 さ れ
、 太 径 部 ２ ｈ は 非 円 形 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 平 面 部 ３ ｊ の 端 末 部 に お け る 太 径 部 ３ ｈ の
外 周 面 の 一 部 に は 係 止 突 起 ３ ｉ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ こ で 、 連 結 部 材 ３ の 寸 法 に つ い て 説 明 す る と 、 全 長 は １ ０ ｍ ｍ 程 度 で 、 把 持 部 ３ ｅ は 内
径 φ が ０ ． ６ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。 細 径 部 ３ ｆ の 外 径 φ が ０ ． ３ ｍ ｍ 以 上 で 、 太 径 部 ３ ｈ が １
ｍ ｍ φ ～ １ ． ３ ｍ ｍ φ で あ る 。 さ ら に 、 係 止 突 起 ３ ｉ は 高 さ が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 に 設 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 押 え 管 ４ は 、 ク リ ッ プ ２ よ り 柔 ら か い 材 質 、 例 え ば 、 Ｐ Ｐ Ａ （ ポ リ フ タ ル ア ミ ド ） 、
Ｐ Ａ （ ポ リ ア ミ ド ） 等 の 適 度 な 弾 性 を 持 つ 高 剛 性 の 樹 脂 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 製 作 さ
れ て い る 。 こ の 押 え 管 ４ は 、 ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り ク リ
ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ を 閉 脚 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
押 え 管 ４ の 先 端 部 に は ス テ ン レ ス 等 の 高 強 度 の 金 属 か ら な る 先 端 管 ４ ａ が 嵌 着 さ れ て い る
。 こ の 先 端 管 ４ ａ の 外 径 は 押 え 管 ４ と 同 一 外 径 で あ り 、 内 径 は 基 端 部 の 最 小 内 径 部 ４ ｂ か
ら 先 端 部 に 向 か う に 従 っ て 漸 次 大 径 と な る よ う に 内 径 傾 斜 部 ４ ｃ に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 先 端 管 ４ ａ の 外 径 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 内 部 を 滑 り や す い よ う に 先 端 部 に 向 か う
に 従 っ て 漸 次 小 径 と な る よ う に 外 径 傾 斜 部 ４ ｃ ’ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
押 え 管 ４ の 外 周 部 に は 径 方 向 に 弾 性 的 に 突 没 自 在 な 一 対 の 突 没 ウ イ ン グ ４ ｄ が 設 け ら れ 、
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ま た 、 押 え 管 ４ の 後 端 部 に は 後 端 傾 斜 部 ４ ｅ が 設 け ら れ て い る 。 押 え 管 ４ の 内 径 は 先 端 側
が 僅 か に 大 径 に 形 成 さ れ 、 後 端 側 の 内 径 と の 間 に 内 径 段 差 部 ４ ｆ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 押 え 管 ４ の 寸 法 に つ い て 説 明 す る と 、 全 長 、 内 外 径 は ク リ ッ プ ２ の 大 き さ に よ っ
て 設 定 さ れ て い る 。 先 端 管 ４ ａ の 内 径 傾 斜 部 ４ ｃ は 角 度 １ ５ ～ ９ ０ ° で 、 入 口 径 φ １ ． ６
ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 ク リ ッ プ ２ が 組 織 を 把 持 す る の に 好 適 な 入 口 径 及 び 角 度 を 持 っ て い る 。
外 径 傾 斜 部 ４ ｃ ’ は 角 度 ５ ～ １ ２ ０ ° で 、 湾 曲 し た 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 面 接 触 す る よ う
に な っ て い る 。 突 没 ウ イ ン グ ４ ｄ は 略 三 角 形 で 、 最 大 突 出 幅 ４ ｇ は ２ ｍ ｍ 以 上 で 、 チ ャ ン
ネ ル の 内 径 以 上 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 押 え 管 ４ の 後 端 傾 斜 部 ４ ｅ は 連 結 部 材 ３ の 太 径 部 ３ ｈ と の 間 の 段 差 部 が ０ ． ５ ｍ
ｍ 以 下 で あ り 、 内 径 段 差 部 ４ ｆ は 高 さ が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ こ で 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 組 立 て に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 押 え 管 ４ の 後 端 側 か ら 連
結 部 材 ３ を 挿 入 し 、 連 結 部 材 ３ の 突 起 部 ３ ｃ を 押 え 管 ４ の 先 端 管 ４ ａ か ら 完 全 に 突 出 さ せ
る 。 こ の 状 態 で 、 突 起 部 ３ ｃ に ク リ ッ プ ２ の ル ー プ 部 ２ ａ を 引 掛 け る 。 次 に 、 連 結 部 材 ３
を 手 元 側 へ 少 し 引 っ 張 る と 、 ク リ ッ プ ２ の ル ー プ 部 ２ ａ が 押 え 管 ４ の 先 端 管 ４ ａ に 突 き 当
た り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 組 立 て が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 状 態 か ら 、 連 結 部 材 ３ を 手 元 側 へ 引 っ 張 る と 、 ク リ ッ プ ２ の ル ー プ 部 ２ ａ が 押 え 管 ４
の 内 部 に 引 き 込 ま れ 、 ル ー プ 部 ２ ａ が 押 し 潰 さ れ る た め 、 ア ー ム ２ ｂ が 開 脚 す る 。 こ の 時
、 ク リ ッ プ ２ は 、 図 ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ が 押 え 管 ４ の
内 径 段 差 部 ４ ｆ に 係 止 す る た め 、 ク リ ッ プ ２ が 最 大 に 開 脚 し た 状 態 で 保 持 さ れ る 。 こ の 状
態 か ら 連 結 部 材 ３ を 手 元 側 に 引 っ 張 る と 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ が 押 え 管 ４ の 内 径 段 差 部
４ ｆ を 乗 り 越 え て ク リ ッ プ ２ が 押 え 管 ４ の 内 部 に 引 き 込 ま れ る た め 、 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） に
示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ が 閉 脚 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の と き 、 押 え 管 ４ は ク リ ッ プ ２ よ り 柔 ら か い 適 度 な 弾 性 を 持 つ 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る た
め 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ は 押 え 管 ４ の 内 壁 に 食 い 込 み 、 ク リ ッ プ ２ が 押 え 管 ４ の 内 部 で
軸 方 向 に 移 動 す る こ と が 拘 束 さ れ 、 閉 脚 状 態 に 維 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ は ル ー プ 部 ２ ａ の 板 幅 方 向 に 突 出 す る 鋸 刃 状 に 形 成 さ れ て い る た め
、 ク リ ッ プ ２ は 締 付 側 （ ア ー ム ２ ｂ の 閉 脚 方 向 ） に は 軽 く 動 く が 、 ク リ ッ プ ２ は 戻 り 側 （
ア ー ム ２ ｂ の 開 脚 方 向 ） に は 突 起 ２ ｄ が 押 え 管 ４ の 内 壁 に 食 い 込 ん で 動 く こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 図 ６ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 す 連 結 部 材 ３ と 操 作 ワ イ ヤ ６ と の 接 続 構 造 に つ い て 説
明 す る 。 操 作 ワ イ ヤ ６ は 、 ス テ ン レ ス 、 Ｎ ｉ Ｔ ｉ 等 の 適 度 な 弾 性 を 有 す る 金 属 線 の 芯 ス ト
ラ ン ド と 側 ス ト ラ ン ド か ら な る 撚 り 線 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 操 作 ワ イ ヤ ６ の 外 径 が φ １
． ２ ｍ ｍ ～ φ １ ． ８ ｍ ｍ で 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 内 径 と の ク リ ア ラ ン ス が ０ ． ４ ｍ ｍ 以
下 で あ り 、 さ ら に 外 表 面 に テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） コ ー ト が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 部 に は ス テ ン レ ス 等 の 金 属 材 料 か ら な る 円 筒 状 の ワ イ ヤ 固 定 部 ８ ａ が
嵌 着 さ れ 、 こ の ワ イ ヤ 固 定 部 ８ ａ に は 軸 部 ８ ｃ を 介 し て 一 体 に 矢 尻 フ ッ ク ８ が 設 け ら れ て
い る 。 ワ イ ヤ 固 定 部 ８ ａ に は 固 定 穴 ８ ｅ が 設 け ら れ 、 こ の 固 定 穴 ８ ｅ に ろ う 材 を 流 し 込 ん
で 操 作 ワ イ ヤ ６ に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
矢 尻 フ ッ ク ８ は 、 軸 部 ８ ｃ の 先 端 部 に 形 成 さ れ た 円 錐 形 状 で 、 角 度 が １ ０ ° ～ １ ２ ０ ° の
矢 尻 斜 面 部 ８ ｂ を 有 し て お り 、 矢 尻 大 径 部 ８ ｄ は 、 φ ０ ． ８ ｍ ｍ ～ φ １ ． ２ ｍ ｍ 程 度 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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図 ７ ～ 図 ９ は 操 作 部 ９ を 示 し 、 操 作 部 本 体 １ ０ は 、 先 端 側 の 筒 状 部 １ ０ ａ と 、 こ の 筒 状 部
１ ０ ａ と 一 体 に 後 端 側 へ 延 長 す る 軸 状 部 １ ０ ｂ 及 び こ の 軸 状 部 １ ０ ｂ の 基 端 部 に 回 転 自 在
に 設 け ら れ た 指 掛 け リ ン グ １ ０ ｃ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 操 作 部 本 体 １ ０ の 軸 状 部 １ ０ ｂ
に は 軸 方 向 に ス リ ッ ト １ ０ ｄ が 設 け ら れ 、 ス リ ッ ト １ ０ ｄ に は 外 周 面 に 指 掛 け 凹 部 １ １ ａ
を 有 す る ス ラ イ ダ １ １ が 進 退 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス ラ イ ダ １ １ の 内 腔 １ １ ｂ に は 操 作 部 本 体 １ ０ の 筒 状 部 １ ０ ａ に 挿 通 さ れ た 前 記 操 作 ワ イ
ヤ ６ の 基 端 部 が 導 入 さ れ て い る 。 ス ラ イ ダ １ １ の 内 腔 １ １ ｂ の 基 端 側 へ 偏 倚 し た 位 置 に は
２ 分 割 さ れ た ワ イ ヤ 固 定 部 材 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 操 作 ワ イ ヤ ６ の 基 端 部 ６ ｂ
は ２ 分 割 さ れ た ワ イ ヤ 固 定 部 材 １ ２ に よ っ て 挟 持 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ワ イ ヤ 固 定
部 材 １ ２ は ス ラ イ ダ １ １ に ビ ス １ ３ に よ っ て 固 定 さ れ た 蓋 体 １ ４ に よ っ て 固 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
従 っ て 、 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て ス ラ イ ダ １ １ を 進 退 す る こ と に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ６ が 内
視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 内 部 を 進 退 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ス ラ イ ダ １ １ の 内 腔 １ １ ｂ
の 先 端 側 は 開 口 し て い る た め 、 ス ラ イ ダ １ １ を 最 も 前 進 さ せ た と き に は 操 作 部 本 体 １ ０ の
筒 状 部 １ ０ ａ の 基 端 大 径 部 １ ０ ａ ’ が 嵌 合 す る よ う に な っ て お り 、 操 作 部 ９ の 長 さ を 短 く
し つ つ ス ラ イ ダ １ １ の ス ト ロ ー ク を 大 き く 取 れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 ス ラ イ ダ １ １ の 内 腔 １ １ ｂ の 基 端 側 へ 偏 倚 し た 位 置 に ワ イ ヤ 固 定 部 材 １ ２ を 設 け た
が 、 ス ラ イ ダ １ １ の 内 腔 １ １ ｂ の 先 端 側 へ 偏 倚 し た 位 置 に ワ イ ヤ 固 定 部 材 １ ２ を 設 け て も
同 様 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
操 作 部 本 体 １ ０ の 筒 状 部 １ ０ ａ に 挿 通 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ６ に は ス テ ン レ ス か ら な る パ
イ プ １ ５ が 嵌 合 さ れ て い る 。 ま た 、 筒 状 部 １ ０ ａ の 先 端 部 に は 内 周 拡 径 部 １ ６ が 形 成 さ れ
、 こ の 内 周 拡 径 部 １ ６ に は 筒 状 部 １ ０ ａ に 対 し て 固 定 さ れ た コ イ ル 継 ぎ 管 １ ７ が 固 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
コ イ ル 継 ぎ 管 １ ７ に は 操 作 ワ イ ヤ ６ に 嵌 合 す る コ イ ル シ ー ス ２ ３ の 基 端 部 が 連 結 さ れ て い
る 。 コ イ ル シ ー ス ２ ３ は 長 さ が ２ ０ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ で 、 こ の コ イ ル シ ー ス ２ ３ の 先 端
部 に は 鉗 子 口 固 定 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 鉗 子 口 固 定 部 ２ ４ は 内 視 鏡 ２ ０ の 操 作 部
２ ５ に 設 け ら れ た 鉗 子 口 ２ ６ に 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 コ イ ル シ ー ス ２ ３ の
内 腔 は 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 操 作 部 ９ の ス ラ イ ダ １ １ に は 操 作 ワ イ ヤ ６ の 基 端 部 が 接 続 さ れ て お り 、 こ の 操 作 ワ
イ ヤ ６ は コ イ ル シ ー ス ２ ３ 及 び チ ャ ン ネ ル ２ １ を 挿 通 し て チ ャ ン ネ ル ２ １ の 先 端 部 ま で 導
か れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 部 は 矢 尻 フ ッ ク ８ を 介 し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 連 結 部
材 ３ と 係 合 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
従 っ て 、 操 作 部 ９ の ス ラ イ ダ １ １ を 進 退 さ せ る こ と に よ り 、 操 作 部 本 体 １ ０ に 加 わ る 反 力
を コ イ ル シ ー ス ２ ３ を 介 し て 内 視 鏡 ２ ０ の 操 作 部 ２ ５ で 受 け る こ と が で き 、 操 作 ワ イ ヤ ６
を 介 し て ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ を 開 脚 ・ 閉 脚 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 前 述 の よ う に 構 成 さ れ た 生 体 組 織 の 結 紮 装 置 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 予 め 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ に
操 作 ワ イ ヤ ６ を 介 し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 体 腔 内 に 導 入 し 、 内 視 鏡 ２ ０ に よ り 体 腔 内 を
観 察 し な が ら ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 対 象 部 位 ま で 導 く 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 生 体 組 織 を ク リ ッ プ ２ に よ っ て 結 紮 す る 手 順 を 示 す 。 ス ラ イ ダ １ １ を
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先 端 側 に 押 し 出 す 操 作 に よ り 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ６ を 介 し て ク リ ッ
プ ユ ニ ッ ト １ が チ ャ ン ネ ル ２ １ の 内 部 を 前 進 す る 。 ス ラ イ ダ １ １ に よ っ て 操 作 ワ イ ヤ ６ を
さ ら に 前 進 さ せ る と 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が チ ャ ン ネ ル ２ １
か ら 突 き 出 る 。 こ の と き 、 押 え 管 ４ の 突 没 ウ イ ン グ ４ ｄ は 先 端 側 に 向 か っ て 下 り 勾 配 の 傾
斜 面 に な っ て い る た め 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は ス ム ー ズ に か つ 抵 抗 な く 押 し 出 さ れ る 。 そ
し て 、 押 え 管 ４ の 突 没 ウ イ ン グ ４ ｄ は チ ャ ン ネ ル ２ １ の 内 面 と の 接 触 状 態 か ら 開 放 さ れ 、
押 え 管 ４ か ら 外 周 方 向 に 突 出 す る 。 ま た 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ２ の 一 対
の ア ー ム ２ ｂ は 拡 開 習 性 を 持 っ て い る た め 、 チ ャ ン ネ ル ２ １ か ら 突 き 出 る と 同 時 に 開 脚 す
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
そ の 後 、 ス ラ イ ダ １ １ を 基 端 側 に 移 動 す る と 、 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ６
が 基 端 側 へ 引 き 戻 さ れ 、 押 え 管 ４ の 突 没 ウ イ ン グ ４ ｄ の 基 端 側 端 面 が 内 視 鏡 ２ ０ の 挿 入 部
２ ２ の 先 端 面 に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ス ラ イ ダ １ １ を さ ら に 基 端 側 に 移 動 し て 操 作 ワ イ ヤ ６ を 引 き 戻 す と 、 連 結 部 材 ３ を 介 し て
ク リ ッ プ ２ の ル ー プ ２ ａ が 押 え 管 ４ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 そ し て 、 ク リ ッ プ ２ の ル ー プ 部 ２
ａ が 押 え 管 ４ の 内 壁 に 圧 接 し 、 図 ４ （ ａ ） 及 び 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に ア ー ム ２ ｂ が 最
大 に 開 脚 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 状 態 で 、 内 視 鏡 ２ ０ に よ っ て 観 察 し な が ら 生 体 組 織 の 目 的 部 位 に ク リ ッ プ ２ を ア プ ロ
ー チ し 、 ク リ ッ プ ２ の 組 織 把 持 部 ２ ｃ を 押 し 当 て る 。 こ の と き 、 操 作 部 ９ の 指 掛 け リ ン グ
１ ０ ｃ に 親 指 を 挿 入 し 、 人 差 指 と 中 指 に よ っ て ス ラ イ ダ １ １ を 挟 み 込 ん で 操 作 す る が 、 指
掛 け リ ン グ １ ０ ｃ は 操 作 部 本 体 １ ０ に 対 し て 回 転 自 在 で あ る 。 従 っ て 、 ク リ ッ プ ２ を 回 転
し て 向 き を 変 更 す る 際 に は 、 操 作 部 本 体 １ ０ を 回 転 さ せ る が 、 指 掛 け リ ン グ １ ０ ｃ に 親 指
を 挿 入 し た ま ま で も 操 作 部 本 体 １ ０ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
そ し て 、 ス ラ イ ダ １ １ を さ ら に 基 端 側 に 移 動 す る と 、 操 作 ワ イ ヤ ６ が 後 退 し 、 連 結 部 材 ３
を 介 し て ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ が 押 え 管 ４ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 従 っ て 、 図 ５ （ ａ ） 及 び
図 １ ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ が 閉 脚 さ れ る 。 生 体 組 織 を ク リ ッ プ ２
の ア ー ム ２ ｂ 間 に 確 実 に 挟 み 込 ん だ 状 態 と な る 。 こ の と き 、 押 え 管 ４ は ク リ ッ プ ２ よ り 柔
ら か い 適 度 な 弾 性 を 持 つ 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る た め 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ は 押 え 管 ４ の
内 壁 に 食 い 込 み 、 ク リ ッ プ ２ が 押 え 管 ４ の 内 部 で 軸 方 向 に 移 動 す る こ と が 拘 束 さ れ 、 閉 脚
状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ス ラ イ ダ １ １ を さ ら に 基 端 側 に 移 動 し て 操 作 ワ イ ヤ ６ を 後 退 さ せ る と 、 ク リ ッ プ ２ の 連 結
部 材 ３ の 破 断 部 と し て 細 径 部 ３ ｆ が 図 １ ３ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 破 断 し 、 ク リ ッ プ ２ は
連 結 部 材 ３ と の 結 合 が 解 除 さ れ 、 ク リ ッ プ ２ は 結 紮 装 置 か ら 離 脱 し て 生 体 組 織 を 把 持 し た
ま ま 体 腔 内 に 留 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
例 え ば 、 体 腔 内 の 出 血 部 位 の 生 体 組 織 を ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ 間 で 挟 み 込 ん で 圧 迫 し 、
そ の 状 態 の ま ま ク リ ッ プ ２ を 留 置 す る こ と に よ っ て 、 出 血 部 位 の 血 管 を 圧 迫 し 出 血 を 止 め
る こ と が で き る 。 生 体 組 織 を ク リ ッ プ ２ に よ っ て 把 持 し た 状 態 で 出 血 が 止 ま る ま で 数 日 放
置 さ れ る が 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ は 押 え 管 ４ の 内 壁 に 食 い 込 み 、 ク リ ッ プ ２ が 押 え 管 ４
の 内 部 で 軸 方 向 に 移 動 す る こ と が 拘 束 さ れ 、 閉 脚 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ク リ ッ プ ２ の 留 置 後 、 結 紮 装 置 を 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ 内 か ら 抜 去 す る 。 矢 尻 フ ッ
ク ８ か ら 連 結 部 材 ３ を 取 り 外 す 際 に は 、 操 作 ワ イ ヤ ６ の 軸 線 に 対 し て 連 結 部 材 ３ を 切 欠 部
３ ｄ の 開 口 方 向 に 沿 っ て 回 動 す る こ と に よ り 、 矢 尻 フ ッ ク ８ が 連 結 部 材 ３ の 切 欠 部 ３ ｄ か
ら 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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こ の よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ 内 に 直 接 挿 通 す る こ と が
で き 、 し か も ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ が チ ャ ン ネ ル ２ １ の 曲 率 に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形
成 さ れ て い る た め 、 操 作 ワ イ ヤ ６ の 操 作 に よ っ て チ ャ ン ネ ル ２ １ 内 を 円 滑 に 進 退 さ せ る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ が 限 ら れ た 内 径 で あ っ て も ク リ ッ プ ２
を 大 き く で き 、 ま た 内 径 の 小 さ い チ ャ ン ネ ル ２ １ で あ っ て も 生 体 組 織 を 結 紮 す る に 十 分 な
大 き さ の ク リ ッ プ ２ に よ っ て 生 体 組 織 を 確 実 に 結 紮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ に 操 作 ワ イ ヤ ６ 及 び ク リ ッ プ ２ を 直 接
挿 通 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 操 作 ワ イ ヤ ６ を 太 く す る こ と が で き 、 大 き さ 操 作 力 を 先
端 部 ま で 伝 達 さ せ る こ と が で き 、 ま た ク リ ッ プ ２ を 大 き く し て 十 分 な 把 持 量 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ ４ ～ 図 １ ６ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付
し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ ４ は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 斜 視 図 で あ り 、 締 付 部 材 と し て の 押
え 管 ２ ７ の 外 周 は 、 先 端 側 が 太 径 部 ２ ７ ａ に 、 基 端 側 が 細 径 部 ２ ７ ｂ に 形 成 さ れ て い る 。
従 っ て 、 押 え 管 ２ ７ の 外 周 に 段 差 部 ２ ７ ｃ が 形 成 さ れ 、 第 １ の 実 施 形 態 の 突 没 ウ イ ン グ ４
ｄ が な い 構 造 で あ る 。 こ の 押 え 管 ２ ７ は ク リ ッ プ ２ よ り 柔 ら か い 適 度 な 弾 性 を 持 つ 樹 脂 で
形 成 さ れ 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ は 押 え 管 ２ ７ の 内 壁 に 食 い 込 み 、 ク リ ッ プ ２ が 押 え 管 ２
７ の 内 部 で 軸 方 向 に 移 動 す る こ と が 拘 束 さ れ 、 閉 脚 状 態 に 維 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 操 作 ワ イ ヤ ６ の 先 端 部 に は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 矢 尻 フ ッ ク ８ が 設 け ら れ 、 ク
リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 構 成 す る 連 結 部 材 ３ の 把 持 部 ３ ｅ と 係 合 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 操 作
ワ イ ヤ ６ の 基 端 部 は 操 作 部 ９ の ス ラ イ ダ １ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
さ ら に 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ６ は コ イ ル シ ー ス ２ ８ に 挿 通 さ れ た 状 態 で 内 視
鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ に 挿 入 さ れ て い る 。 コ イ ル シ ー ス ２ ８ の 先 端 部 に は 押 え 管 ２ ７ の
段 差 部 ２ ７ ｃ に 当 接 す る 先 端 部 材 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 コ イ ル シ ー ス ２ ８ の 基 端 部 は 、
図 １ ６ に 示 す よ う に 、 鉗 子 口 ２ ６ か ら 外 部 に 導 出 さ れ 、 操 作 部 ９ の 操 作 部 本 体 １ ０ に 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
内 視 鏡 ２ ０ の 鉗 子 口 ２ ６ か ら 外 部 に 導 出 し て い る 操 作 部 ９ の 前 進 操 作 に よ っ て コ イ ル シ ー
ス ２ ８ を 介 し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １ の 内 部 を 前 進 さ せ る こ
と が で き 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を チ ャ ン ネ ル ２ １ か ら 突 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ク リ ッ プ ２ の 一 対 の ア ー ム ２ ｂ は 拡 開 習 性 を 持 っ て い る た め 、 チ ャ ン ネ ル ２ １ か ら 突 き 出
る と 同 時 に 開 脚 す る 。 そ の 後 、 ス ラ イ ダ １ １ を 基 端 側 に 移 動 す る と 、 操 作 ワ イ ヤ ６ が 基 端
側 へ 引 き 戻 さ れ 、 押 え 管 ２ ７ の 段 差 部 ２ ７ ｃ が コ イ ル シ ー ス ２ ８ の 先 端 部 材 ２ ９ に 係 合 す
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ス ラ イ ダ １ １ を さ ら に 基 端 側 に 移 動 し て 操 作 ワ イ ヤ ６ を 引 き 戻 す と 、 連 結 部 材 ３ を 介 し て
ク リ ッ プ ２ の ル ー プ ２ ａ が 押 え 管 ２ ７ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 そ し て 、 ク リ ッ プ ２ の ル ー プ 部
２ ａ が 押 え 管 ２ ７ の 内 壁 に 圧 接 し 、 ア ー ム ２ ｂ が 最 大 に 開 脚 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
そ し て 、 ス ラ イ ダ １ １ を さ ら に 基 端 側 に 移 動 す る と 、 操 作 ワ イ ヤ ６ が 後 退 し 、 連 結 部 材 ３
を 介 し て ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ が 押 え 管 ２ ７ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 従 っ て 、 ク リ ッ プ ２ の
ア ー ム ２ ｂ が 閉 脚 さ れ 、 生 体 組 織 を ク リ ッ プ ２ の ア ー ム ２ ｂ 間 に 確 実 に 挟 み 込 ん だ 状 態 と
な る 。 こ の と き 、 押 え 管 ２ ７ は ク リ ッ プ ２ よ り 柔 ら か い 適 度 な 弾 性 を 持 つ 樹 脂 で 形 成 さ れ
て い る た め 、 ク リ ッ プ ２ の 突 起 ２ ｄ は 押 え 管 ２ ７ の 内 壁 に 食 い 込 み 、 ク リ ッ プ ２ が 押 え 管
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２ ７ の 内 部 で 軸 方 向 に 移 動 す る こ と が 拘 束 さ れ 、 閉 脚 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ス ラ イ ダ １ １ を さ ら に 基 端 側 に 移 動 し て 操 作 ワ イ ヤ ６ を 後 退 さ せ る と 、 ク リ ッ プ ２ の 連 結
部 材 ３ の 破 断 部 と し て 細 径 部 ３ ｆ が 破 断 し 、 ク リ ッ プ ２ は 連 結 部 材 ３ と の 結 合 が 解 除 さ れ
、 ク リ ッ プ ２ は 結 紮 装 置 か ら 離 脱 し て 生 体 組 織 を 把 持 し た ま ま 体 腔 内 に 留 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 押 え 管 ２ ７ に 突 没 ウ イ ン グ を 設 け る 必 要 が な く 、 段 差 を 有 す る 筒 状
体 で 形 成 す る こ と が で き 、 構 造 的 に 簡 素 化 さ れ る と と も に 、 内 視 鏡 ２ ０ の チ ャ ン ネ ル ２ １
内 を ス ム ー ズ に 進 退 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 導 入 管 を 用 い る こ と な く 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を
直 接 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 す る こ と が で き 、 ク リ ッ プ の ア ー ム が チ ャ ン ネ ル の 曲 率
に 沿 っ て 断 面 略 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 操 作 部 材 の 操 作 に よ っ て チ ャ ン ネ ル 内 を 円
滑 に 進 退 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル が 限 ら れ た 内 径 で あ っ て も ク
リ ッ プ を 大 き く で き 、 ま た 内 径 の 小 さ い チ ャ ン ネ ル で あ っ て も 生 体 組 織 を 結 紮 す る に 十 分
な 大 き さ の ク リ ッ プ に よ っ て 生 体 組 織 を 確 実 に 結 紮 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は ク リ ッ プ の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図
。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 平 面 図 、 （ ｂ ） は ク リ ッ プ
ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の ク リ ッ プ が 開 脚 し た 状 態 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を 示 し 、 （ ａ ） は 縦 断
側 面 図 、 （ ｂ ） は Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 の ク リ ッ プ が 閉 脚 し た 状 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 縦 断 平 面 図 、 （ ｂ ） は 縦
断 側 面 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 結 紮 装 置 の 先 端 部 の 縦 断 側 面 図 、 （ ｂ ） は 連 結 部 材
の 縦 断 側 面 図 、 （ ｃ ） は 矢 尻 フ ッ ク の 固 定 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 同 実 施 形 態 の 結 紮 装 置 の 操 作 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 縦 断 側 面 図 、 （ ｂ ） は Ｃ － Ｃ 線
に 沿 う 断 面 図 、 （ ｃ ） は Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 の 結 紮 装 置 の 操 作 部 を 示 し 、 （ ａ ） （ ｂ ） は 縦 断 側 面 図 。
【 図 ９ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 結 紮 装 置 の 操 作 部 の 構 成 図 。
【 図 １ ０ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 縦 断 側 面 図 、 （ ｂ ） は Ｅ － Ｅ 線
に 沿 う 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ た ク リ ッ プ ユ ニ
ッ ト の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は Ｆ － Ｆ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 作 用 説 明 図 。
【 図 １ ３ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 作 用 説 明 図 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 斜 視 図 。
【 図 １ ５ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 さ れ た ク リ ッ プ ユ ニ
ッ ト の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は Ｇ － Ｇ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 結 紮 装 置 の 操 作 部 の 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト
２ … ク リ ッ プ
３ … 連 結 部 材
４ … 押 え 管
６ … 操 作 ワ イ ヤ
２ ０ … 内 視 鏡
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２ １ … チ ャ ン ネ ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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摘要(译)

夹子单元可以直接插入通道中，并且夹子的臂沿通道的曲率形成为大致
弓形的横截面，从而可以通过操作操作构件来使通道平滑地前进和缩
回。 本发明的目的是提供一种能够进行上述操作的用于活组织的结扎装
置。 一种夹子（2），其具有用于夹持生物组织的臂；保持管（4），其
作为用于装配夹子（2）以闭合夹子（2）的臂的紧固构件；以及夹子
（2）。 在用于生物组织的结扎装置中，其包括接合连接构件（3）和连
接至连接构件（3）并插入到内窥镜的通道（21）中以便前进和后退的操
作线（6），夹子（2）的臂（2b）连接至通道（2）。 夹子2沿着21的曲
率形成为基本上弓形的形状，使得夹子2可以直接插入通道21中。 [选择
图]图11
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